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1 はじめに
コンピュータの価格低下や，ブロードバンドサービ
スの向上により，現在では，約９割の家庭にインター
ネットが普及しており，自宅でのインターネット利用
率が上昇している．日常生活においてニュースや天気
予報をはじめとして，さまざまな情報をインターネッ
トを通じて利用する機会が増加し，料理の献立を決め
たり，レシピを考えたりするために，WWWを参照す
ることも多い．一般に，WWWを利用しレシピを検
索した際，気に入ったレシピを印刷しキッチンへ持っ
て行き，調理する．しかし，キッチンにWWWが利
用可能な情報端末があれば，キッチンでレシピを検索
し，その場でWWWページを閲覧しながら，料理す
ることができる．しかし，キッチンでWWWコンテ
ンツを閲覧する際，マウスやタッチパッドなどのポイ
ンティングデバイスでの操作は，両手を空ける必要が
あり，今まで持っていたものを放さなくてはならない
ため煩わしい．そこで我々は，菜箸などのキッチン用
品を持ったままでも，簡単に片手で操作できるWWW
ブラウザと，専用のデバイスを作製した．

2 文鎮メタファ
本研究では，キッチンにおいてWWWコンテンツ
を閲覧する情報機器として，小型なペン入力式のコン
ピュータ1を使用する．このコンピュータは小型なの
で，作業しやすい好きな場所に置くことができ，キッ
チンでの調理の邪魔にならない．しかし，WWWペー
ジに掲載されているレシピは，デスクトップ PCなど
の大画面用にデザインされたものが大半で，上記のよ
うな小型情報機器で閲覧する際には，ボタンやリンク
の選択操作に加えて，コンテンツのスクロール操作が
頻繁に必要となる．一般に表示のスクロールには，ス
クロールバーやスクロールモードが用いられる．しか
し，特定の場所にあるスクロールバーまでペンを移動
したり，スクロールモードへの切り替えが必要であり，
キッチンでの作業中にレシピを閲覧する際の問題点と
なる．そこで，文鎮メタファに基づくインタフェース
手法を用いて，ボタンやリンクの選択操作から，スク
ロール操作への切り替えをスムーズに実現し，大画面
用にデザインされたWWWページの閲覧をシームレ
スに行うブラウザを作製した [2]．
文鎮メタファとは，以下のような，人の動作に基づ
くペンインタフェース手法である．図 1のように，平
滑な机の上に紙片を置き，片手で紙片に文字を書き込
もうとする場合，筆記具の先だけを紙の上において動
かすと，文字を書くことができず紙が滑ってしまうこ
とがある（図 1左）．このような状況では，人は，手
のひらを使って，紙を押さえて固定して文字を書こう
とする（図 1右）．このように，手を使って文鎮のよ
うに紙を押さえるという，ユーザが慣れ親しんでいる
動作をメタファとして利用すれば，スクロールと編集
操作をスムーズに直感的に切り替えるインタフェース

1PBJ 社: Smart Caddie (Windows XP).

図 1: 文鎮メタファの説明．机上の紙片は筆記具を動
かすと移動してしまう (左)ので，書き込むには手で押
さえなければならない (右)．このような手で押さえる
動作を利用してスクロールと編集モードを切り替える．

が実現可能になる．

3 キッチン向けWWWブラウザの実装

3.1 ハードウェア

本研究では，図 2のように，タッチパネル式モバイ
ル PCのペンを持つ手のひらが当たる部分に，タッチ
センサ2の電極を取り付けた試作機を作製した．タッ
チセンサの出力値は，PCに USBで入力されている．
この信号をプログラムで読み取ることにより，人の手
が触れているかどうかに従って，表示内容の操作モー
ドを切り替えるインタフェースが実装可能になる．画
面上のどの部分を編集しているときでも，手のひらが
当たるよう，センサの電極は，画面の左下から端末の
右下まで，長めに取り付けた．タッチセンサ本体およ
び，USB接続を行う回路の配線は，画鋲ケースほどの
大きさに小さくまとめコンピュータの背面に配すこと
で，持ち運びや使用の際に邪魔にならないようにした．

3.2 WWWブラウザ

文鎮メタファを利用し，WWWページのスクロール
操作と，WWWページ内のボタンやリンクをクリック
する操作との切り替えがスムーズに行えるWWWブ
ラウザを，visual C#で作製した．これにより，キッチ
ンにおいて，インターネットを利用したレシピの検索
や閲覧が，料理の作業の邪魔にならずに簡単に行える
ようになる．ユーザがタッチセンサに手のひらを当て
ずに画面をドラッグすると，表示されているWWW
ページがペンの動きに合わせてスクロールする（図 2
上）．一方，センサに手のひらを当てた状態で画面を操
作すると，従来のWWWブラウザと同様の操作，た
とえば，リンク部分をクリックする，ボタンを押すな
どの操作が可能になる（図 2下）．これにより，大き
な画面の PC 向けに用意されたWWWページ上のレ
シピも，直感的なスクロールモードへの切り替えを実

2Quantum Research Group 社: QTouch.
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図 2: 上はセンサ (円内) に触れずにドラッグするこ
とでスクロールしているところ，下はセンサに触れる

ことでWWWページのリンクをクリックしていると
ころ．

現することで，スムーズに閲覧することができる．
文鎮メタファを利用した編集とスクロールモードの
切り替え機能のほかに，（１）既存のWWWブラウザ
と同様に，進む・戻るのページ移動を実行するボタン，
（２）気に入ったレシピを見つけたらお気に入りレシ
ピに追加するブックマーク機能を実装した．これらの
機能を加えることで，より使い勝手の良いWWWブ
ラウザとなった．また，レシピ閲覧のために，レシピ
投稿サイト3 のトップページへ移動するボタンもつけ
ることで，より早くレシピを探すことができるように
した．付属のペン以外に，菜箸など少し太めのデバイ
スを用いてもスムーズに操作できるよう，メニューボ
タンは大きめに設計したので，手に持っていた菜箸を
放すことなくブラウザを操作できる．

4 その他の実装
昨年度の研究では，PDA4を用いて，文鎮メタファ
を利用したデバイスを試作していた．これらの PDA
では，WWWブラウザの他に，写真や地図に手書きメ
モを書き込む編集操作と，画面のスクロール操作を切
り替える，画像ブラウザも作製していた．この画像ブ
ラウザでは，ユーザがタッチセンサに手のひらを当て
ない状態で画面をドラッグすると，表示された画像は
ペンの動きにあわせてスクロールする．一方，タッチ

3http://cookpad.com/
4SHARP社: Zaurus SL-C720 (Linux OS), Hewlett Packard

社: iPAQ h2210 (Windows Mobile 2003)

センサに手のひらを当てながらドラッグすると，画像
はスクロールせず，その上に手書メモを書き込むこと
ができる．同様の動作をする画像ブラウザを，本研究
で使用した PCに実装した．また，PDAと同様の機
能に加え，操作のモードが切り替わっていることを示
すため，カーソルの表示を変化させ，視覚でも操作の
切り替えを認識できるようにした．

5 関連研究
携帯コンピュータの画面の周囲に指先接触位置セン
サを配置して，この操作によりページめくりなどを実
現する手法が提案されている [1]．本研究では，単純な
タッチセンサの追加により，文鎮メタファを提案した
スムーズなモード切り替えの実現を目的としている．

6 まとめと今後の課題
文鎮メタファを適用して，手のひらがタッチセンサ
に触れている間は，ボタンやリンクのクリックなどの
操作が可能であり，手のひらが離れているときは画面
のドラッグにより表示内容をスクロールするWWW
ブラウザを作製した．これにより，小型画面の情報機
器において，片手でスムーズにWWWページを閲覧
することが可能となった．
本研究ではペンを利用した操作を実装したが，文鎮
メタファの説明で紹介した滑り易い机上の紙は，ペン
の代わりに人差し指を使っても同様な動きをする．そ
のため，指を使うタッチパネルデバイスでも，手のひら
の接触でスクロールモードを切り替える文鎮メタファ
は利用できるであろう．たとえば，ノート PC などで
利用されている，指先の接触位置を検出するタッチパッ
ドの手前に接触センサを取り付ければ，通常はマウス
のような相対座標入力装置として機能し，手のひらが
当たっている場合には，ペンタブレットのような絶対
座標入力装置として機能させることができる．これに
より，例えば，手のひらを触れた状態でタッチパッドに
文字を書くことで，文字認識を行い文字入力を行うな
どの機能を実装することが可能になる．今後は，タッチ
パッドデバイスへの文鎮メタファの応用を進め，ノー
ト PCにおいて上記の機能を持つアプリケーションを
実装していきたいと考えている．
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